






Study on Main Halls of Sodo Zen Sect 
in Tokai District in Edo Period (Part. 5) 
On Four Main Halls in 17th Century 
in Suruga， Tδtδmi and Izu Districts. 
N oboru SUGINO 
On this thesis 1 took up Four Main Halls which were built in the 17th century in Suruga， 
Totomi and Izu districts 
First 1 restored them to the original state. And 1 found that they took the same plan， which 
had unfloored corridor in front of the hall which consisted of eight rooms. 
And 1 clarified the characteristics of this style in this districts and the development of these 



















































寺院建物名 建立年代 根拠 平面形態 入側柱に架る部材 同内法装置 所在地入側柱の聞に通る部材 来迎柱と組物
10X7.75(間) 入側柱 3 正面丸柱。 r'b組





入側柱 3 正面丸柱。 Lt¥組
安興寺本堂 古記録
前面土問 8室型
繋虹梁 虹梁 3 小笠町
1684~1687 
大虹梁 4/1ζ柱 e出組
llX7.3 入側柱 3 
jl::両丸柱園出組
興禅寺本堂 17世紀後半 様式
前面土問 8室型 繋虹梁・ 2スパン
中央・両脇・(無) 裾野市
無 4本柱・出組




































-1 )。土問，大縁巾は l問， 1.25間とし，各室間口は大
間3間半，上 a下の間各 2間，次の間 2間半とし，前後
列の各室奥行を3問， 2間半としており， この形態の本
堂としては規模，平面ともこれまでに取り上げた遺構に






























































































































































































































































































275 東海地方における近世嘗洞宗本堂の研究(その 5) 





































































































































東海地方における近世曹洞宗本堂の研究(その 5) 277 
次第に入側柱も除いて，元来化粧屋根裏であった土問天






(注 1 ) 拙稿「東海地方における近世曹洞宗本堂の研
究(その 3)大祥院本堂素玄寺本堂」愛知工
業大学研究報告 N0.17， 1982. 
(注 2 ) 拙稿「東海地方における近世曹洞宗本堂の研
究(その 1)龍渓院本堂J愛知工業大学研究報
告 N0.15， 1980 




(注 4 ) 拙稿「東海地方における近世曹洞宗本堂の研
究〔その 2)西明寺本堂」愛知工業大学研究報
告 N0.15， 1980. 
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